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吉 川 利 治*

TheAsianistsinThailandintheMiddleoftheMeijiEra

ToshiharuYosHIKAWA

Inthelasttwodecadesofthenineteenthcentury,therewereseveralAsianists

interestedinSoutheastAsiainJapan. TheyadvocatedtheviewthatAsiallnations

neededsolidarityagalnSttheEuropeanadvanceintoAsia. ManjiroInagaki,whowas

thefirstJapaneseresidentambassadortoThailand,wasanAsianist. Hemadeevery

endeavourtosendaJapaneseadvisortotheThaigovernmentinthereignorKingChula-

1ongkornfらrThailand'smodernizatiollandJapaneseinterests.

UzaburolshibashiandChinatsulwamotowerealsopassionateAsianists･They

wenttoThailandtosupporttheindependenceofThailand,afterhearlngthatrelations

betweenThailandandFrancehadworsenedaftertheincidentatPaknam,nearBangkok,
in1893･ AfterarrivinginBangkok,theybegantoencourageJapaneseimmigration

underthesponsorshiporPhrayaSurasakmontri,theThaiministeroragrlCultureand

commerce,withtheaim oHlelpingThailand,buttheyfailedintheirundertaking

becausetheyhadnobusinessability･

は じ め に

日活戦争前後から日露戦争へ向かう明治時代中期の日本では西欧列強のアジア進出の切迫を

感じて,｢北守苗進論｣や ｢脱亜入欧論｣など,日本 が執るべき対外政策が政治家,思想家の
問で議論されていた｡｢北守論｣は朝鮮との ｢合邦論｣や中国との ｢日清同盟論｣など ｢アジ

ア連帯論｣ないしは ｢アジア主義｣となり,｢脱亜論｣とからんで発展していくが,｢南進論｣
はむしろ植民開拓や領土拡張,通商貿易の発展という見地から大らかに議論が展開 されて い

たoしかし,東南アジアで独立を維持していた唯一の国,タイ国1)に対しては,英仏両大国に

挟まれた弱小国タイ-同情を寄せ,英仏による侵略の危機からタイ国を救おうとする志士的L｣

本人の動きや,｢u遅同盟論｣とも呼 ぶべき ｢アジア1:_義｣につらなる思想が見られたO
-方のタイ国においても,かろうじて独立は維持しているもU)め,旧態依然たる政治機構の

*大阪外国語大学タイ･ベトナム語学科

1)当時は ｢シャム｣と呼び ｢遅羅｣の漢字を用いていた｡本稿では現在の国名 ｢タイ国｣を用いるが,
引用文やその他で適宜 ｢遅羅｣や略称 ｢遅｣を用いる｡
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ままでは英仏両国からの侵略を容易に受け,独立さえ危いという危機感をヨーロッパ留学を終

えた若い王弟や少壮貴族たちが抱き,行政改革や旧制度の近代化が緊急に必要であると,当時

の国王チュラーロンコーンに訴えていた.なかでも日本を近代化のモデルにしようとする発想

が語られ,一部の指導者層には日本側の対外活動に呼応しようとする動きさえ見られた｡小稿

では明治20年代から30年代にかけて,日本側から政治的にタイ国へかかわり合いを持 つ人 々

と,かかわっていく側のタイ国の政治家との双方に,人脈と呼ぶことができそうな人間関係と

その思想の流れを見出そうと試みた｡

Ⅰ ｢平戸の三傑｣と ｢北守南進論｣

明治20年代に風贋した世論に ｢北守南進論｣がある｡ この ｢北守南進論｣を世論に訴えるの

に重要な役割を果たした思想家,政治家については,既に先学による研究がなされて い るの

で,ここでは長崎県平戸の旧松浦藩出身の3人,浦敬一,菅沼貞風,稲垣満次郎に注 目 した

たい｡とりわけ稲垣は初代タイ国駐割公使として渡タイし,日本人顧問をタイ政府部内へ送り

込むのに努力した外交官でもあった｡

3人の郷里巾 =J-1こついては,菅沼が明治21年 (1888)に著わしたといわれる｢平戸貿易志 ｣2)

に詳しい｡平J-i.が賑いを見せたのは ｢後奈良天皇の御代天文18年に始まり,明正天皇の御代

寛永17年に終る｣3)1549年 から1640年の92年間としている｡その間,最初はポルトガル人,ス

ペイン人,次いでオランダ人が渡来して貿易をしていた｡江戸に徳川幕府が成立しても,オラ

ンダは平戸に商館を開設して貿易を続けた｡ ところが1635年の鎖国令によって,外 国船 の入

港,貿易が長崎に限られ,1640年平戸オランダ商館を破壊するに及んで,平戸は寒村となって

歴史の彼方に埋もれてしまった｡しかし平戸は古代より遣唐使を乗せた船の寄港地となり中国

貿易の中継地となって,また中世には ｢呂末,安南,適確,満刺加等に歴市｣4)す る海賊の根

拠地として栄え,ポルトガル人,スペイン人,オランダ人とのいわゆる南蛮貿易や御朱印船の

寄港地として,｢其の貿易より生じたる結果 の我国の全局に及ぼしたる効験は業に巳に此の如
くなりLとすれば,此港の事跡豊遂に摩滅に附すぺけんや｡｣5)と,郷里平戸が果たしてきた役

割を菅沼は多くの史料文献を渉猟して熟を込めて書き上げている｡ 明治の開国は平戸の人々に

とって捲土重来の機会と映り,辺都な土地にありながら海外-の関心をかきたてていた｡

貧しい士族の子であった菅沼は,昼は郡役所に勤め,夜は旧藩主松浦伯が明治13年に開設し

た猶興書院で学び,史料蒐集の任にあたっていた｡6)明治 17年 1月 (1884)には猶興書院の奨

2)菅沼貞風 F大日本商業史』東京 :岩波書店 (昭和15年)に併載｡

3) ｢同上論文｣p.525.
4) ｢同上論文｣p.526.
5) ｢同上論文｣p.533.
6)福本誠 ｢菅沼貞風君伝｣『大日本商業史』p.2.
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学生となり,東京の松浦家の書生宿泊所に滞在することとなった｡当時,東京の松浦家の書生

宿泊所に寄宿する平戸出身の学生に,浦敬一,稲垣満次郎らがいた｡浦は松浦藩侯の諸公子の

御学友として上京したが,明治10年 (1877)に一時平戸に戻り,明治14年 (1881)再び上京し

て,松浦家より学資の支給を受けながら専修学校で政治法律を学び,16年 (1883)には卒業し

ていた｡7)卒業後も引き続き同校の科外講義を聴き,松浦家邸内の書生宿泊所で後輩の指導に

あたった｡稲垣は浦よりも1歳若い文久元年に平戸の藩士の家に生まれている｡8)浦 と同時期

に東京に遊学し,明治18年 (1885)旧藩主松浦家の若殿松浦厚に同行して英国ケンブリッジ

大学に留学した｡9)菅沼の上京から稲垣の留学までわずか2年足らずであったが,明治 17年 (

1884)朝鮮で起こった ｢甲申事変｣に際しては,浦が菅沼らを誘って副島種臣を訪ねたり,10)

稲垣の留学中も菅沼と稲垣の問に書簡の往復があったり,松浦邸の宿泊所で平戸 出身 の3人

は,日本をめぐる国際関係に非常な関心を高めていた｡

菅沼は稲垣にあてた手簡の中で,｢我国の独 立を維持し,且国権を拡張する上策は朝鮮を助

けて独立 の基礎を囲うせしめ,呂末 の独 立 を恢復して我国に連合するの外に有之まじく存

候｡｣11)と述べ,北に対しては朝鮮,南は呂末すなわちフィリピン に注目して,各々の独立を計

り日本に連合させるが,｢其の王位は之を我国の天皇に捧げ奉る｣12)のであるから,日本の属国

にしようとしたのであった｡｢安南,遅羅の如き緬勧天竺の如き之を快復して独 立せしむると

きは以て東洋の元気を鼓舞するに足るもの亦少からず候｡然れども是等は別に独立の一国を組

織すべき地にして決して我国天皇陛下の版図に属せしむべきものに無之と存じ候｡｣13)日本を中

心に,朝鮮,フィリピンは日本に帰属せしめ,ベ トナム,タイ,ビルマ,インド,その外周に位

置する諸国は独立国家にし,日本と連帯させて西欧列強に対抗しようと考えた｡菅沼のアジア

論は明治21年 (1888)に書いた ｢変小為大転敢為勝 新日本の図南の夢｣14)でますます鮮明かつ

具体的になる｡フィリピンは ｢天公が暫らく他人に預置ける新日本の好版図｣15)であり,フィリ

ピンこそが日本の過剰人口を吸収する楽土であり,農業移民のための出稼ぎ会社を一日も早く

設立するよう説いている｡また他の東南アジア諸国に対しては ｢安南は既に仏に折れ緬旬も亦

英に入る,吾人の取るべきものは殆んど適確なるが如し｡然れども遅経は安南緬旬に境し,戟

国にして之を略取するときは英仏の二国と争瑞を開くことは常に絶ゆることなかるべし｡ 況ん

や遅羅は固より東洋の独立国,而して吾人が散にあらざるや｡吾人崖之を暴威して以て欧州諸

7) 黒能会 陳亜先覚志上記伝』 上巻,二束京:悦菖Ljl(昭相41年)pp.斗OS--404･
壬i)平戸'尋常高等小学校編 『平戸郷土誌』ヰ ノー･●(大正.6年Jp.312.
9) 『同上書』p.314.
10)黒龍会 『前掲書』pp.750-751.
ll)菅沼 ｢前掲論文｣p.697.
12)菅沼 ｢前掲論文｣p.698.
13)菅沼 ｢前掲論文｣p.700.
14)菅沼 『前掲雷』に所載｡
15)菅沼 ｢前掲論文｣p.691.
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国が射狼の仕業に習ふに忍びんや｡吾人は寧ろ雄偉卓撃の士が躍って避経に入りて其の政府に

翼賛し,国政を整理し兵楯を完修し,私かに安南に通じて支那に結び,以て安南を恢復して仏

人を東洋より放逐し,北,支那に当り西,英に当り,卓然として我国南隣の好同盟国たらしめ

んことを希望するものなり｡｣16)明治20年前後は,｢内国植民論｣から ｢海外殖民論｣へという

海外移住思想の転換の時期にあたり,太平洋地域における諸列強の紙上獲得の動きが激しくな

ったという事実があった｡17)菅沼 もまたこの時代の流れの中で ｢南進論｣を書き上げたが,

東南アジアの独立を計り英仏の進出を阻止しようと論じた点や,特に独立国タイに対しては,

それを維持するための国内の近代化に日本が手を貸そうという ｢アジア主義｣的発想が見られ

る｡この東南アジアに対する ｢アジア主義｣的発想は同郷の稲垣や石橋内三郎らに多分に影響

を与え,実践への一歩が試みられることになるo菅沼は明治21年 (1888)に東京帝大を卒業し

一時は高等商業学校に奉職したが翌年には辞職し,同年4月にフィリピンのマニラに向かいわ

ずか5カ月の滞在で病死した｡18)

菅沼より5年先輩の浦は,一時陸軍で知識を得たり,新聞編集に携わったりしたが,明治20

年中国に渡り,荒尾精の経営する洗口の楽尊堂に身を投じて中国や辺境の状勢を調査 して い

た｡明治21年 (1888)にロシアがシベリア鉄道敷設を発表すると,翌年ロシアの東倭を防御す

る方策を見出すべくイリ地方へロシア軍の動静を探りに旅立ち,新彊地方で消息を断った｡19)

後世に ｢平戸の三傑｣と呼ばれるようになる菅沼,浦が各々の ｢北守南進論｣に自らの命を

賭けて異境に消えていった時,稲垣はまだ英国留学中であった｡明治23年 (1890)にカナダ,

太平洋を経由して帰国すると,翌年には留学先ケンブリッジ大学に提出した卒業論文 "Japan

andThePacific.AJapaneseView ofTheEasternquestion."(｢東方策｣)および "A

HistoryorTheMigrationorCentresorCommercialandIndustrialEnergleSOrTheWorld."
ママ

(｢世界商工業焼点変遷史｣)の訳を 『東方策』第 1糸親 第2編として出版し,各々5版,3版

と版を重ねた｡そしてさらに 『東方策結論草案』を出版した｡第 1編は主として英国とロシア

のアジア政策の歴史変遷を述べ,英国,ロシアのアジア進出から日本を守るためには中立を守

り,太平洋の主権を握ることであると説いている｡ 特に,菅沼のフィリピン属国化に対し,棉

垣は ｢台湾島を本府とし,精鋭の軍艦を以て太平洋中に立たば何れの国たるを論せず,南北支
LIPJ.r

那の大権及び香港より濠州,巴箪J軌 尼加刺瓦,桑港,バンコバー,日本,上梅に至る太平洋

航海の全権を握ることを得べし｡｣20)と述べ,『東方策結論草案』でも｢今大勢上より論ずれば台

湾の位置は即ち東洋のコンスタンチノープルとも云ふ-し｡ 故に日本はEg策的の眼を以て此台

16)菅沼 ｢前掲論文｣pp.656-657･

18)福本 ｢前掲論文｣p.6.
19)黒龍会 『前掲晋』pp.404--405.
20)稲垣溝次郎 『東方策』第 1編,東京 (明治24年)p.95･
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湾に最も注視せざるべからず｡｣21)と繰り返し台湾の重要性を強調している｡ 稲垣がかつて自分

に ｢支那と戦争大嫌｡｣と語 ったと,菅沼が稲垣宛の手簡で触れているとおり,稲垣の関心領

域は太平洋にあり,太平洋の通商交易の実権を日本が握ることを基本とし,その手段として,

各国と通商条約を締結して,外交活動を盛んにすることを挙げている｡ 特に商業上の市場獲得

には軍事力で外征するのも19世紀においては理由が立つとしながらも,｢仮令戦い勝つも外交

に負 くるが如きあらば,何の効か是れあらん,是れ既に我が国の経験する所ならずや｡｣22)と,

外交活動が重大な役割を果たしていることを強調した｡稲垣が植民に関心を示すのは,明治25

年 (1892)オース トラリア視察を終えてからである｡ 人口増加のはけ口として,また商業サー

ビス業上のはけ口として植民地の必要性を説いている｡23)国威発揚と通商の拡張を主唱する思

想は,既に田口卯吉による明治11年 (1878)の 『自由交易,日本経済論』に展開されていて,

その場としての南洋も明治20年代に大きな思潮をなしたが,通商条約の締結と外交官の派遣と

いう外交手段に着目したのは,稲垣の創見であった｡しかも,｢南洋｣と呼ばずに ｢太 平 洋｣
と呼ぶ稲垣のセンスは, その後の外交官としての彼の人生の中に生かされてい く｡ 『東方策』

第 1編には,英国での恩師のみならず,英国総理大臣,各国駐英大使らおよそ20人の欧州政外

交界の著名人からのことばを序文に掲げ,既に華やかな交際ぶりを印象づけている｡ 人に感銘

を与えずにはおかない話術の巧みさ,24)加えてイギリスで磨きあげた語学力は,稲垣に外交官

-の道を歩ませ,外交を通じて理論の実践を可能にしようとした｡

ⅠⅠ タイの近代化と ｢アジア主義｣者たち

>
明治20年代のタイ国は,ラーマ5世チュラーロンコーン王 (Chulalongkoun)の主導による上

からの立法,行政,司法にわたる政治改革が行なわれようとしていた｡チュラーロンコーンは

父王の病死にともない明治元年 (1868)に即位したが,当時わずか15歳の末成年であったため,

父王の登位に貢献した老練な政治家 ソムデット･チャオプラヤー ･マ--シースリヤウォン

(somdetdhaophrayaMahasisuriyawong,以下スリヤウォンと略す｡)が摂政となった｡現チャ
∨

ヤツクリ- (Chakkri)王朝のラーマl世以来宮廷政治の枢要な地位をほとんど独占し,チャ

ックリー王家に対抗するだけの政治的経済的実権をたくわえていたブンナ-ク (Bunnak)家

を代表する人物が,このスリヤウォンであった｡ チュラーロンコーンが20歳になった明治6年

(1873),自己の権限を宮廷の内外に明示するため, 2回目の即位式を挙行し,いくつかの合理

21)稲垣満次郎 『束方策結論草案』上巻,東京 (明治25年)p.112.
22)稲垣蒲次郎 『外交と外征』東京･'民友社 (明治29年)pp.159-160.
23)稲垣清次郎 ｢南洋の実勢｣『東邦協会報告』第24｡
24)このことについては,『大日本商業史』の ｢抜｣を書いた武藤長蔵が次のように述べている0｢私は東
京高等商業学校在学中,菅沼氏と同郷の先耳.IWl垣溝次郎氏の講演を聴いた事がある｡同氏の講演は私と
同級の一二の者に或る感銘を与-それ等の青年は氏の講潰に動かされてシャムに航した｡しかし仕事
は成功しなかった様である｡兎も角稲垣氏の人に与える力の少なからざるを知る事が出来る.｣
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的な改革に着手した｡まず奴隷制の廃止,財政,法制度の改革,行政機構の近代化などに手を

つけ,ある程度の成果を得たものの,既得権益を守ろうとする ｢保守派｣25)や副 王ウィチャイ
r7>･)--

チャーン (Wichaichan)を中心とする｢旧守派｣26)の警戒や抵抗にあった｡ とりわけ前王宮に私

兵をたくわえて住むウィチャイチャーンが明治7年 (1874)末に起こした,正王宮を放火し襲
カラニ…｡ワン.ナー

撃するという事件 ｢前王宮事件｣27)は,イギリス飯事舘をも事件に巻き込み,外国勢力 の介入

を招きかねない国家の緊急事態にまで発展した｡からくも外国勢力の介入を免れたものの,｢前
王宮事件｣はチュラーロンコーンにとり｢不必要とさえ思われる程の痛みを持って認識され｣28)

その後10年は改革を思いとどまらしめるほどの衝撃を与えた｡ この事件を契機に,理想主義

者チュラーロンコーンは理念先行型の観念的改革論から,現実主義との調和感覚をそなえた偉

大な政治家へと脱皮していった｡

明治10年代は ｢保守派｣の領袖スリヤウォンの死 (明15,1882),副王ウィチャイチャーンの

死(明18,1885),および ｢保守派｣の大物政治家の引退が相次ぎ,旧勢力は急激な弱まりを見

せた｡ 一方,チュラーロンコーンを主導者とする ｢革新派｣29)では,チュラーロンコーンの王弟

たちがヨーロッパ留学を終えて幾人かが帰国し,またスリヤウォンの弟や息子たちの中にも ｢

革新派｣に加わる者がいた｡そして ｢革新派｣の中でも,欧州留学や外交官として欧州滞在経験

を持つ王弟と少壮貴族による ｢国家体制変革に関する王族および官僚による建白書｣30)が 明治

18年 (1885) 1月チュラーロンコーンに上奏された｡同年,チャムーン･ワイウォーラナ-ト
∨
(ChamGnWaiwovranat,のちにプラヤー ･スラサックモントリーとなる｡)が同じく ｢国家体

制変革に関する建白書｣31)を上奏した｡前者の目名による建白書は長文にわたって いる｡タイ
が英仏両大国の植民地として分割される危機が迫り,時にフランスの進出は当面のタイにとっ

て最も危険な存在である, しかも友好条約の締結は何ら役に立たず,不平等条約の改正さえ

とうてい無理である,独立を維持するための唯一の方法は統治形態をヨーロッパ化すること

である,と説き,日本はアジア諸国で唯一の ｢欧化｣を進めている国家であり,｢今で は欧州
諸国と同等の権利を持つべきと主張し始め,欧州諸国も[]本の法律制度の整備を待って不平等

25)Wyatt,DavidK.1969.ThePoliticsofReforminThailand.Bangkok:ThaiWattanaPanich,p.46.
26)ibid.,p.48.｢保守派｣と ｢旧守派｣の相違は前者が不可避の現状の改善を認めるのに対し,後者は全て
の変化を恐れ現状維持に腐心する点｡

27)Sutthisongkhram,Natthawut.1966.SomdeLP/uanang,ualom･Odiansato.(F溺死王妃』)と, r,･]じ著者
による 1960.Somdclcyhaop/lraJabBTOmmahasisurljawong.2Vols.(Fソムデット･チャオプラヤー･ボロ
ム･マハーシースリヤウォン』)に詳しい.

28)Wyatt,011･cit･,p.62.
29)Wyatt,op･ciL･,p.86.
30)Krom Sinlapakbn･1967.伽aonailaekha,atcha6pnk,apbankhom i/lunkIIWamhenc71alkanJ･lianplae'lg
raLchakanf･hacTZdz'tzrO-.∫ov,103.pp.1-46.

31)Krom Sinlapakろn･1967.Cham如 Waiwdranalthunklaolhaluaikhwam henrdangcyhalkanplianplaeng

rabiap,atchakanPhacndinZhd.∫占.7247.pp.47-52･この却ま上記の番と合わせて配布本の形で出版され
ている｡
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条約の改正を認めようとしている｡｣32)と,日本の ｢欧化｣ぶりがい かに効果をあげているかを

語り,ひるがえってタイ国の場合も ｢E]本の如 く歩むなら,ヨーロッパ諸国もタイを対等に扱

い,タイに敬意を抱くであろう｡ 世界に通用する法体制を持つ国の一つに仲間入りす る こ と

が,国の安全を守り,タイの独立を永久に維持する道である｡｣33)から,当面まず手がけるべき

は愚法制定であり,立憲君主制を目指すべきであると捉言している｡ この建白書で触れられて

いる日本に関する知識は,出接の見聞によるものではなく,英字新聞の報道によったものらし

く,この建白書が上奏された時には,新開の切り抜きが添付されていたという｡34)チャムーン･

ワイウォーラナ-トは当初,王族たちの建白書に連署するつもりであったが,35)かな りの意見

の相違を見たのであろう｡ 主削虫で同年 3月に建白書を上奏した｡前者の建白書に較べ,文は短

く穏健な内容を持ち,拙速を戒めて,｢まず 国家の安寧とあまねく国民の幸福を計って後,兵

力の増強にあたるべきである｡ それはあたかも日本が歩んできたのと同じパターンである｡｣36)

と,日本の ｢富国強兵策｣に則ることを提案している｡ ふたつの建白書では共に,日本が着々

と近代化を進める新興国家のイメージで語られ,タイ国の近代化の模範として挙げられている

が,前者の建白書は日本の ｢入欧｣的な局面が強調され,後者では ｢富国強兵｣的な局面が強

調されている｡ 前者の建白書に連署した11名全員がヨーロッパ駐在の外交官や留学生で占めら

れ,ヨーロッパの制度や慣習に親しんできた王族や貴族であったこと,37)後者 は貴族出身の軍

人,政界の実力者であったことが,38)日本 の近代化を見る局面の違いをあらわしている｡

ふたつの建白書に対してチュラーロンコーンの回答は, タイが緊急に必要とするのは (1)

統治機構の改革,(2)近代法の起草者, と簡単に述べ,39)2年後に ｢国家統治改革に関する解

32)Krom Sinlapakvon･ChaonaiLaekharalchakan.p.18.

33)Krom Sinlapak6n･ehaonailackharaEchakan.p.26.

34)Krom Sinlapakuon･Chaonailack/laraLchakan.p.8.

35)Samutwanit,Chaianan.1977.KanmhangkanplianplacnglhangkaTmhaTZgthaiphs.∫o'.24II-24万.

(PoliticsandPoliticalChangeinThailand･)Samakhom sangkhommasathaengprathetthai.
36)Krom Sinlapak岩n･eham益nWaiw∂ranal.p.52.

37)11人とは,Naretw岩rarit親王,Phitthayalapphr正tthithada親王,Sawatwatthanawisit親王,Priitsadang
親王の王族4人と,PhrayaDamrongratchaphonkhan,Luang Detnaiwen,LuangWi主etsali,But
Phenkun,KhunPatiphanphiEhit,Plian,Saat少尉の7名からなる｡ほとんどが在英タイ公使館駐在の
外交鳥であった｡王族4人の経歴については Samutwanit,Chaianan.1970.PhaenPalLhanakanm益ang

chabaprackkh∂ngLhai･.khan krat･bankhom lhunkhwamhellEhalkanpLianj･laengraLchakanJ･haendin

r∂.S∂.103.(B⊃タイ国最初の政治開発計画書:国家裾別変革に関する建白書』)に詳しい.
38)最後には ehaophrayaSurasakmontriの爵位を下賜される｡スラサックモントリーの伝記として,
ehaophrayaSurasakmontri･1960-1961.PTawaLkankh∂ngTh6mJ,honychaophrayasura∫akmonLri.Vols.

卜4,Khurusapha･(『チャオプラヤー･スラサックモントリー元帥侶云』)と,Thain6i.1964.eh∂m-
phon;hoop/lraya∫ura∫akmonlri.phraephitthaya･(Fチャオプラヤ-･スラサックモントリー元帥』)があ
る｡

39)Krom Sinlapak6n･1967.PhraratchadamraltapkhwamhenkhbngphuEhahalpliankanpokkhrLyngCが.

∫∂.1247(188JJ;)･pp.53-60.
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説｣40)とい う表題の趣意書を発表し,行政,司法機構にわたる具体的な新構想を提示した｡し

かし,前者の建白書に盛られた立憲君主制をはじめ,権利と義務,言論思想の自由など近代的

な政治思想には全 く触れず,国家の発展にともなって生じた様々な不合理を是正し,合理的な

近代化を行なうためであると,統治者の威光をいささかもくずきない,絶対化への自信のほど

を示した｡

建 白書が上奏 された同年, チャオプラヤー ･パ ーヌウォンマ--コ-サーティボディー

(ehaophrayaPhanuwongmahakosathibovdi)が外務大臣を辞任し, 後任 として王弟クロマル

ワン･テ-ワウォンワローパカーン親王 (KrommaluangThewawongwaropakan,以下テ-ワ

ウォンと略す｡)が就任した｡テ-ワウォンは当時27歳の若さであった.明治20年 (1887)の英

国ビクトリア女王即位50周年記念式典に参列したテ-ワウォンは,フランス,スウェーデン,

ドイツを祝察し,帰路アメリカ,日本に立ち寄った｡41)この 時,口本側からタイとの新たな外

交関係の樹立が申し出され,明治20年 (1887) 9月26口,和親通商に関する宣言書に調印し,

翌年 1月23口に批准書を交換した｡42)外 遊 を終えたテ-ワウォンは明治21年 (1888)帰朝報告

を兼ねて内閣の創設を進言したが,43)明治25年 (1892) 4月 1日にようやくチュラーロンコ-

ンが12省に改廃増設し,各省大臣を任命した｡44)

このころ,フランスのインドシナ半島における西噺は速度をはやめ,既に北ラオスではタイ

の宗主権をめぐってタイ軍とフランス軍がしばしば衝突を繰り返していた｡明治18年 (1885)

チュラーロンコーンは当時陸軍の近代的組織作りにあたっていたチャムーン･ワイウォ-ラナ

- トを,北ラオスと北ベ トナムの閏境地帯シップソー-ンチュタイとホワパンタン--タンホッ

40)Krom Sinlapak岩n･1967.phraralchadamratnatf･/lrabalsomdeLj'かacyhunlac-h∂ml･laocyhaoJtLhua∫ong

thalacngphrab∂romrachaEJiibllikaekhaikanj"kkhroyngJ･hacndi,i.pP.6卜108.

41)Pramuanwitthaya,Udom･1962･100cyhaofalae∫enab∂di･Khlangwitthaya(FIOO人の王子と大臣』),
pp･439-440･

42)外務省情報部 ｢El遜修好50年の回顧｣『適確協会々報』第9号 (n遅修好50周年記念特集号)(昭和 12

年)p.65･;Pramuanwitthaya,ob.cil･,pp･439-440･
43)Pramuanwitthaya,op.cit･,p.440.
44)Damrongrachanuphap,Somdetphracyhaob岩romwongthoe･1960.ThesaPhiban･Krom Sinlapak岩n,
p.6.この時の12省大臣は次の通りである｡
国防省 ehaophrayaRattanathibet
外務省 Thewawongwaropakan親玉

大蔵省 ehakkaphatphong親王
宮内省 Praとhaksinlapakhom 親王
首都省 Naretw岩rarit親王

土木省 Naritsaranuwattiwong親王

文断 て E:haophrayaPhatsak岩rawong
農商務省 phrayaSurasakmontri

法務省 Sawatsophon親王
内務省 Damrongrachanuphap親王

玉垂省 Phitthayalapphrvutthithada親王

参謀本邦 Phanurangsisawangwong海口:.
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ク地方に派遣して,明治20年 (1887)にはひとまずラオスにおけるタイの宗主権を維持すること

ができた｡45)チャムーン･ワイウォーラナ～トはこの功績によってプラヤー ･スラサックモン

トリー(phrayaSurasakmontri,以下スラサックモントリーと略す｡)の鉄腸名と爵位を受けた.

だが明治26年 (1893)に再び生じた国境紛争で,フランスはメコン河東岸のラオス全土の割譲

を要求し,同年 7月16日にはフランスの砲艦 2隻がメナム ･チャオプラヤーを遡航して,バンコ

クのフランス公使館の向かい側に停泊し,バンコク市を威嚇しながらタイ側に最後通牒を送っ

た｡結局10月3日,タイ国はフランスにメコン河東岸を割譲し賠償金を支払うことになった｡46)

この事件は世界的に報道され,日本では ｢遅仏事件｣と呼んで,強大国フランスに強引に侵

略される弱小国タイに同情が集まった｡義憤を感じ行動を起こした日本人のひとりに石橋商三

郎がいた｡石橋は明治2年平戸の呉服太物商の家に生まれ,明治16年福岡英語学校を卒業,上

京して東京成立学校を卒業し,英語教師デニングの紹介で渡米していた｡47)ァ メ リカでは実業

専門学校で学んでいたが,明治24年 (1891)のチリ革命戦争には義勇軍に加わり,翌年平戸に

帰ってきた｡郷里で菅沼貞風や浦敬一の遺志を継ぐ者がいないと欺いている折しも, ｢遅仏平

作｣のニュースに接し,植民計画を携えて波タイすることになった｡明治27年 (1894)の出発

前には熊本の津田静一,宮崎寅蔵 (沼天)らを訪ねてタイ植民計画に関する意見を交換してい

た｡48)石 橋 のタイ国での事業は (1)植民事業を拡大して日本の潜在的勢力を作る こと,(2)

政府部内に日本人を入れること,(3)鉄道株を買い占めること,(4)マラヤ半島を買い入れ

ること,49)を 目的としていた｡ 石橋はこの計画を上海にいる友人郡島忠次郎に寄せ,同年 3月

11日付の書面で開陳し,｢右は遮羅に対する不親切の様なれども我党の目的は白人と中央亜細

亜に敏腕を争ふにあれば,事苛も東洋の安危に関するものなり,依って以上の四ヶ条を実行す

ることを期す｡｣50)と述べている｡ 移民事業は当時の流行であったが,政府部内に口本人を入れ

る案は同郷の先輩菅沼の発想であり,鉄道を重視することは稲垣の署吾 『酉比利亜鉄道論』51)

で有名であった｡石橋のいう ｢我先｣とは石橋に従って渡航した同郷の青年荒川推五郎,松野

恭三郎を指すものと思われる｡52)

45)ehaophrayaSurasakmontri,oP･cit･,Vol･3,pp.42-43･

46)Chumsai,Manit･1976･Ekkasanprawalli∫a=haiTadualrov･soul112cyhakfacmkaos如gkep wafna
Lailhun∫aLhanLhulLhainakrungJ･arit.Chalocmnlt(rパリ駐在タイ国人使館地下室に保存されていた
lHファイルによる1893年車件に関する史料』),pp.57--64･;Duke,Pensri(Suvanij)･1962･Leorelations
enLTelaFranceellaTJzailande(Siam).Cllalcrmnit,Bangkok,p.169.

47)平戸尋常高等小学校編 ｢前掲苦J p･298･
48)黒龍会 『前掲書』p.47.
49)黒龍会 『前掲書』p.48.
50)黒龍会 『前掲書』p.48.

51)稲垣の兄,雄太郎はウラジオストックに10数年滞在し,商業を営みながら視察調査した資料が参考に
されているという｡

52)石橋がバンコクで商売を始めたころ,さらに平戸からIl川1貞二,佐志雅雄が渡タイする0
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フランスのタイ個喝に憤慨して渡タイしたもうひとりの日本人がいた｡土佐出身の岩本千綱

である｡岩本は陸軍幼年学校,陸軍士官学校を卒業して陸軍中尉になっていたが,政治に熱中

するあまり,明治25年 (1892)軍職を投げ打ってタイ国に向かった｡53)当時 タイ国では,テ-

ワウォンの来日の際,随行者のひとりプラヤー ･パーツサコーラウォン (phrayaPhatsakovra･

wong,以下パーツサコーラウォンと略す｡)が連れて帰ったふたりの日本人青年,山本安太郎

と山本鍍介が文部大臣パーツサコーラウォンの下で働いていた｡岩本は安太郎の父の紹介状を

持って渡タイし,安太郎を通じてパーツサコーラウォンの世話になり,54)そのうち ｢遅仏事

件｣の司令官でありタイの英雄である農商務大臣スラサックモントリーの知遇を得た｡岩本は

明治26年 (1893)にタイ国の窮状を訴えに日本に帰国したが,ほとんど反応はなく,フランス

砲艦のメナム ･チャオプラヤー河口封鎖の報を聞いて再びタイ国に渡った｡バンコクでは同じ

動機で波タイした石橋と知り合い,石橋の移民事業を実行に移すことになった｡岩本と石橋は

日本人移民計画をタイ側の指導者に説いてまわった｡この計画を積極的に推進しようとしたタ

イ側の政治家がスラサックモントリーであった｡｢遅羅植民会社｣ が岩本らによって設立され

たのもスラサックモントリ-の発案であった｡55) 日本人のタイ入植にあたり,運営資金,土

地,農具の全てをスラサックモントリーが提供した｡56)日本人の入植地として予定されていた

土地サバ トゥム57)1,600ライ (-250余町)は,かつてスラサックモントリーが軍隊増強のため

の志願兵 5,000名を募り,その臨時の兵舎を建てた地区であった｡58)陸軍近衛隊司令官時代の

スラサックモントリーは部隊の再編,軍規粛正,汚職の追放,陸軍士官学校の創設など,もっ

ぱら ｢強兵策｣にあたるタイ陸軍の近代化に尽力したが,明治25年 (1892)農商務大臣就任後

はバンコク北部のランシット運河の開削,チュラーロンコ-ン水門,サワパー水門の建設を手

がけた｡59)日本人移民を精極的に受け容れようとしたのも,水利運河の開発にともなう新開地

への入植者を必要としていたからであり,口本人移民策を自らの説く ｢雷同策｣に役立てるつ

もりであったと考えられる｡

当時,口本では ｢日本吉佐移民会社｣(明24),榎本武揚の ｢殖民協会｣(明26)が設立され,

移民周旋人が活躍していた｡60)岩 本 も明治28年 (1895)｢広 鳥移民侮外渡航株式会社｣61)を頼

53)黒龍会 『前掲書』p.29.
54)岩本千綱 ｢適確談｣『東邦協会報告』第25,p.25.
55)宮崎酒天 ｢遅羅遠征の懐旧録｣『東方時論』大正6年2月号,p.133.
56)宮崎酒天 『宮崎沼天全集』第5巻,平凡社 (昭和51年)p.101.
57)｢蓮花池｣の意味｡現在はパトゥムワンと呼んでいるバンコク市内の地区o
58)Thain6i,oP･cil･,p.135.スラサックモントリーの部下でこの志撤兵部隊の指揮をした NaiahaYuat
は,のちに PhrayaRitthirongronnachetとなり,明治32年 (1899)初代タイ国全権公使として日本
に派遣されている｡
59)Thain岩i,optcit･,p.69l.
60)入江寅吉 『邦人梅外発展史』下巻,移民問題研究会 (昭和13年)p.519,p･525.
61)宮崎 『前掲苫』p.106.
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って移民を募ったが,でたらめな契約を交わし,しかもタイ国の農繁期に無頓着で あ った た

め,波タイした日本人は全て逃散して農業に従事する者なく,移民計画はさんざんな結果とな

った｡岩本に頼まれて ｢広島移民海外渡航株式会社｣の代理人になり渡タイした宮崎沼天は,

｢其 大 目的たる農業の実験をなして成敗の事実に証明し得たるものなきは,遅羅殖民の為めに

大に悲まざるを得ざる処にして,殊に日本人の移植に熱心なるスリサック侯 (スラサックモン

トリー,筆者注)をして幾千の金員を支出せしめ,徒に龍頭蛇尾の演劇を観ぜしめたるは,吾人

日本人として漸悦に堪-ざる所也｡｣62)と欺いた｡岩本はスラサックモントリ-の両目を潰した

ためバンコクにいづらくなり,山本振介をともないラオス,ベ トナムの奥地探検と称してタイ

から姿を消した｡63)石橋はしばらくバンコクで商業を営むが,いずれもすぐ経営難に陥り,也

賢者を求めて明治28年 (1895)に帰悶したのち,病に臥し明治31年 (1898)東京で死亡した｡64)

宮崎は明治29年 (1896)残留者を集め, もう一皮農業移民 としてバンコクのサーラ-デ-ン

の土地をスラサックモントリーから借り上げて耕すが,早魅のため収穫ならず,65)あきらめて,

当時来日していた孫文との出会いを求めて帰国してしまった｡66)意気に感 じて口本から渡タイ

した志士たちも,勝手違ったタイ国で慣れぬ移民事業に手を出したばかりに,全てが烏有に帰

してしまった｡タイ側の親日家スラサックモントリーにとって,事態はもっと深刻であった｡

スラサックモントリーがタイ政府から借りていた金額は総額 8万バーツにもなり,67)潔癖性 の

スラサックモントリ-は借金返済のため,チュラーロンコ-ンから下賜されたサーラーデーン

の屋敷と土地を差し出し,明治30年 (1897)には自ら農商務大臣の地位を辞して政 界 か ら去

り,東南タイ,チョングリー県のシーラーチャーで森林業を営み始めた｡68)だ が 不運は続き,

経理を任せた華僑にだまされ借金はかえってふえ, ランシット運河沿いに所有 していた1,000

ライのけけ也も借金の返済に取り上げられてしまった｡69)

ⅠⅠⅠ 稲垣満次郎と日本人顧問

明治の日本政府が東南アジア諸国と外交関係を結ぶ最初は,明治20年 (1887)のタイ国との

問に結ばれた和親通商に関する宣言だろう｡翌年にはフィリピンのマニラに領事館が設置され

た｡ 明治27年 (1894)に口清戦争が終結すると,副鳥種臣が主宰する ｢東邦協会｣は,外交機

62)『同上苦』p.114.
63)LLl木板介は-ノイ到着甫後の明治30年4月に急逝｡岩本は帰国後に 『遅羅老樋安商三国探検実記Jを
二書いた｡

64)黒龍会 『前掲書』p.48.
65)宮崎 『前掲書』p.113.
66)宮崎 ｢前掲論文｣pp.142-143.見よりの手紙に孫文のことが苫いてあった0
67)Thain石i,op･cit･,p.719.
68)ibid･,p.722.
69)2'bid･,pp･726-727.
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関の拡張と外交活動の機敏な展開を主張して,明治28年 (1895)11月に日適条約の締結を訴え

る建白書を当局に送った｡70)翌年 2月 に西園寺外相よりタイ側に交渉開始の準備があるかどう

かの打診を試みたところ,同年6月にタイ国政府の法律顧問 Kirkpatrickが来日した.71)8月に

は ｢東邦協会｣が日遅条約締結に際しての各条項に関する細かい意見を発表しているが,中心

になって活動していたのは,明治26年 (1893)以来幹事長であった稲垣清次郎だった｡72)稲垣は

明治30年 (1897)3月初代駐遅羅国弁推公使に任命され渡タイして,｢日遅修好通商航海条約｣の
締結交渉にあたり,翌年 2月15日にバンコクで調印を終えた｡条約締結交渉にあたり,日タイ

両国で問題とされたのは,日本がタイ国において領事裁判権,いわゆる治外法権を獲得しよう

とした点であった｡タイ側は治外法権を与えるまいと,タイ政府総務顧問 Rolin-Jaequemyns

をたてての交渉であった｡欧米諸国に領事裁判権を握られている日本がタイ国で領事裁判権

を取ろうというのは調子がよすぎる, というのがタイ側の主張であった｡73)結局条約本文で

は触れずに,議定省において, タイが民法,刑法などを完成 させ 1年間施行するまでの間,

日本は領事裁判権を持つことになった｡日本はタイの近代法典編基を援助する権利と義務を有

するようになり,明治30年 (1897)11月,日本の外務省委嘱により,タイ国法律顧問として政

尾藤吉が渡タイした｡74)同年タイに法典起草委員会が発足すると,政尾を含めた外国人顧問3

人とタイ側3人が委員に任命された｡75) 明治34年 (1901)に Rolin-Jaequemynsが引退してベ

ルギーに帰国すると,総理大臣以上の実権と政府全般にわたって持っていた権限が分割され,

財政の顧問にはイギリス人,外交の顧問にはアメリカ人,司法の方は日本人が入るというよう

になり,政尾は司法顧問となって司法省の仕事について責任を持つようになった｡

稲垣のバンコクにおける外交手腕は,外務省の後輩である矢田長之助が次のように語ってい

る｡｢稲垣君の妻君は所謂明酔酷歯,有名な美人であった処からか非常に同王 (チュラーロン

コ-ンのこと,筆者注)の御気に入り,従って稲垣公使の宮中に於ける勢力と云ふものは大し

たもので,列国使臣中其右に出づるものなく,稲垣公使の云ふことは何でも通るといった様な

次第で,其頃同王は日本政府部内の改革を全部委任し,日本人顧問も恩ふ存分哨用し,其自由

70)稲垣清次郎 ｢日遅条約の精神及粂款｣F東邦協会会報』第50号,p.107.
71)外務省情報部 ｢前掲論文｣p.65.
72)稲垣は明治38年 (1905)末に駐タイ公使を終えて帰国した｡明治40年 (1907)スペイン駐在特命全権
公使を命ぜられ,スペインに赴くが,在任中に病気で倒れ,翌年11月25日マドリッドで死亡した｡享
年47歳｡

73)政尾藤吉 ｢遅経の新刑法に就て｣『法学協会雑誌』第25巻 (明治40年)pp.1623-1624.
74)明治3年 (1870)愛媛県生まれ｡明治30年 (1897)Yale大学 D.C.L.を取得｡最初は総務顧問
Rolin-Jaequemynsの補佐であった｡
75)政尾は全部で7人挙げているが,Trinarong,Praphat.1962.Phrachiwaprawailaengankh∂ngsomdel
krom phraJadamrongrachanuphap.Udomstiksa,pp.482-483.によれば,Raphiphatthanasak 親王,
Phichitprichak岩n親王,phrayaPrachakitkonEhak,RolinJaequemyns,Kirkpatrick,政尾藤吉の6
人となっている｡
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の活躍を許す代りに,唯一つ日本に聴いて貰いたいことがあるとのことであった｡それは何か

と云ふと,遥羅と日本と攻守同盟を締結したいと云ふことであった｡｣76)攻守同盟の話は日露戦

争勃発の2年前にあったというから,明治35年 (1902年)のことである｡結局,日本は日露戦

争に人らねばならぬ状勢にあり,たとえ名義だけでも日遅攻守同盟は思いもよらぬことと,外

務大臣小村寿太郎は稲垣を通じてチュラーロンコーンの申し出を体よく断わらせたという. 矢

田のいう日本人顧問としては既に政尾がいたが,当時のタイ政府には全ての部局に外国人顧問,

いわゆる ｢お雇い外国人｣がいて,実際にはこれら顧問がタイの政治を動かしている ｢顧問政

治｣77)であった｡菅沼のいう ｢雄偉卓傘の士が--其の政府に翼賛し,国政を整理し兵備を完

修｣する考えや,石橋のいう｢政府部内に日本人を入れる｣機会がようや くめぐってきて,稲垣

によって実行に移されようとしたが,既存の部局では出身国別の顧問の閥ができあがり,高給

をもって迎えられた西洋人は確保した地位を容易に明け渡そうとしなかった｡78) タイ政府の顧

問として日本人が加われるとすれば,新設の部局しかなかった｡日本側の進言により東北タイ

の蚕業開発のため,79)明治35年 (1902)農商務省に蚕業局が新設され,農学博士外山亀太郎が技

師長となった｡80)外し吊こ続いて養蚕技師横田兵之助ら6名が第 1陣として渡タイした｡養蚕技

師らはその後に交替があったが,約10年間バンコクのサーラーデーン,サバ トウムや東北タイ

のコーラ- トを中心に養蚕試験所や養蚕学校を設立してタイ人の指導にあたっていた｡しかし
∨

明治45年 (1912)農商務大臣チャオプラヤー ･ウォンサーヌプラパ ット (ChaophrayaWong-

sanupraphat)の配転,ラー トブリ-親王 (PhraehaoLukyathoeKrommamGnRatburidirekrit)

の大臣就任で,蚕業局は全廃され,81)最後まで残っていた横田も翌年帰国してしまった｡82)

蚕業顧問就任と同じ年の明治35年 (1902),文 部 大臣パーツサコーラウォンが辞職し,ダム

ロン親王 (phraEhaoN岩ngyathoeKrommamGn Damrongrachanuphap)が文部大臣 に就任

すると,稲垣の許-教育顧問招碑の話が届けられた｡83)この話は,同年皇太子ワチラーウット

(somdetPhraehaoLukyathoedhaofaMahaWachirawut)が欧州留学からの帰途, 日本

76)矢田長之助 ｢遅羅に関する恩出で｣『遅羅協会 報々』第9号 (昭和12年)p.77.
77)政尾 ｢前掲論文｣p.1628.
78)外務省外交史料館所蔵 (3,8,4,16)『外国官庁二於テ本邦人雇用関係雑件』｢別冊遮経国の部｣によれ
ば,明治30年 (1897)11月4日司法省司法顧問として政尾が契約した条件では,年俸1,000ポンドとな
っている｡当時の為替相場は1ポンド-10円80銭であった｡

79)｢前掲外交史料文書｣中の ｢遅羅国政府二於テ本邦蚕業技師及工女雇哨一件 自明治34年｣

80)｢前掲外交史料文書｣実際は蚕業局局長に等しい権限と業務を与えられていたが,KrasuangKaset.
1966.Prawalkra∫uangkaset.(『農務省史』),p.24.によれば,外山についての言及があり,明治36年

(1903)に就任した Phenphatthanaphong親王が初代局長であったかのような不確定な記述になって
いる｡

81)KrasuangKaset,oj･･cil･,pp.24-25.によれば,明治42年 (1909)に局の名称が ｢蚕業局｣から｢作
物局｣に変更している｡
82)｢前掲外交史料文書｣

83)｢前掲外交史料文書｣
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に立ち寄り,日本の女子教育諸施設を視察したことが実機となって,84)王 妃 が王族子女のため

の学校を設立することになり,3名の女教師を日本から雇い入れるということになったのであ

る｡ 明治37年 (1904)女子高等師範学校教授安井哲子と,その助手として後輩の河野清子,中

島富子の2名が同行した｡85)英国留学から帰国して数年もたたぬうちに,思ってもみなかった

タイへ派遣される話を,安井は驚き,望まなかった｡安井は留学より帰国してキリス ト教に入

信していたが,官学ではキリス ト教は危険思想であったというから,86)母校に戻った教育学者

安井にとって,キリス ト教入信が不利に働き,志とは異なるタイの地-赴かねばならなかった

ようである｡ ともあれ無知,無理解と,倣慢な王族貴族を相手に,安井らの根弟ある努力によ
ロ-･ンl)エン･ラ-チニ-･

って ｢皇后女学校｣が誕生した｡安井は3年の任期を終えると再び英国へ留学し,後任はテ-

ワウォンの娘で安井の助手をしていたピチットチラバー (Phiehitehirapha)が引き継いだ｡87)

同じ明治35年 (1902)帰国 したベルギー人法律顧問 Schlessorの後任 として 日本人顧問を

求める話が出たものの,88)フランスの圧力がかかって立ち消えとなり,結局 フランス人顧問

Padoux が補充された｡明治38年 (1905)には,海軍軍医と海軍兵学校の招膳の話が日本側に

持ち込まれた｡89)軍医の話は日本の申し出額が高額という理由で,アメリカ人軍医を引き続き

雇うことになり,海軍兵学校教官の話も引き続き北欧人を雇うことになって,日本人の招碑は

実らなかった｡日露戦争での日本海軍の勝利から出たタイ側要人の思い入れも,90)既に築かれ

た顧問の閥をつき破ることはできなかった｡

司法顧問政尾は溝16年 タイ国に滞在し,その間タイ国新刑法,民商法の起草にあたり,大

正元年 (1912) にはプラヤー ･マヒトーンマヌーパコーンコ-ソンクン (phrayaMahith岩n･

manupakovnkosonkhun)なる爵位と鉄腸名を受け,91)翌年帰国した｡政尾が16年間もタイに滞

在し,欧米人に伍して仕事を続けることができたのは,日本人離れした強靭な体質と骨太い感

覚の持主であったからに違いない｡政尾は16年間の滞在で得た感想として,｢日本人は依然たる
花採列島の主人公,蓬莱の女仙である｡ 彼等は男装して,葡萄の汁を畷り,乾肉を含んで,莱

84)山口武 ｢シャム滞在時代の安井女史に就いて｣宵山なを編 『安井てつ先生追想録』安井てつ先生記念

出版刊行会 (昭和41年)p.10.
85)宵山なを 『安井てつ伝』第2版 (昭和51年)p.105.では ｢河野キヨ｣｢中島とし｣となっており,安
井の場合も｢安井哲子｣｢安井て津｣｢安井哲｣｢安井てつ｣と変化しているが,ここでは渡タイ前に外
務省に提出した履歴書に従った｡
86)蕃山 『前掲雷』p.97.
87)山口 ｢前掲論文｣p.12.;Pramuanwitthaya,oP.cit.,p.435.
88)｢前掲外交史料文書｣
89)｢前掲外交史料文書｣
90)明治38年 (1905)にはタイ国海軍は12名の海軍留学生を日本に派遣し,その後も水雷艇3隻 (明治43
年竣工),水雷駆逐艇2隻を日本に発注している｡明治39年 (1906)には陸軍大臣 Nakh岩nchaisi親王
が軍事視察のため来日している｡タイ側の関心の高さがわかる｡
91)Damrongrachanuphap,Somdetphraehaob岩romwongthoekrom phraya.1969.Tamnan khrilang

ralchailsarl'JaPh∂nEhunlac∂mklao.Krom Sinlapak石n(『ラーマ5世王勲章叙勲誌』),p.176.
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洋の大陸に入り,その土地について大和民族の故郷を建設するの体質がない,同時に勇気がな

い｡かくて亜細亜モンロー主義を唱え,東洋の治安を希ふが如きは,対岸の火災を防ぐが如き

もので,その努力の効果の甚だ痛切ならざる恨みがある｡｣92)と,日本人の体質改善を説き,そ

れに幾世紀も要するとすれば,日本人の体質にあった ｢安南,トンキン,遇羅,南支一帯の土地

を以て日本人の発展に最も適した場所と恩 ｣93)い,日本人が海外発展を願うなら ｢恰もその故

郷に居るが如き体系を具備しなければならぬ｡｣94)と説き,第 1次世界大戦で巨利を得ておきな

がら,大陸経営に投資せずして ｢大アジア主義｣を実行しようとする浅薄さを批判している｡

血気にはやる明治時代の ｢アジア主義｣者を経て,豊富な体験と確かな判断力を持った理知的

な,大正時代の ｢アジア主義｣的 ｢南進論｣者を政尾に見出すことができそうである｡95)

お わ り に

アジア-の進出をもくろむ欧米諸国から,アジアを守るために,アジア諸国の連帯を主張す

る平戸出身の浦,稲垣,菅沼らは,その主張に多少の相違があり,侵略を手段とするにもかか

わらず,すぐれて ｢アジア主義｣者であり,ことに稲垣,菅沼は視野を太平洋,｢南 洋｣に向

けた ｢南進論｣者でもあった｡

フランスの侵略に対する憤慨とタイ国への同情から,タイ国-渡っていった石橋,岩本らも

また,心情において ｢アジア主義｣者であったと呼ぶことができる｡ しかし,渡タイした心情

的 ｢アジア主義｣者たちが,移民事業を介してタイ国にかかわった時に,いくつかの問題が生

じた｡まず渡タイした心情的 ｢アジア主義｣者たちに,熱情はあっても実務能力が欠けていた

点である｡ 移民事業の大失敗がそれである｡ また移民事業を通じてかかわり合う相手側とし

ては,当時は政界の実力者ではあっても,政界の主流から排除されていく貴族であった｡

新しく政界の主流をなそうとしていたのが,国王の弟や王子という直系出自で,ヨーロッパ

留学や欧米人の教育を受けた王族たちであったため,｢アジア主義｣的連帯よりも,｢欧化｣に

関心があり,日本の ｢欧化｣に関心を示しても,日本からの ｢アジア主義｣者たちには関心を

示そうとしなかった｡むしろ,欧米人顧問の前面に立って,日本人を排除しようとする傾向さ

え見られるo ただ,欧米人からの教育を受けたもののヨーロッパ留学を果たさなかった国王チ

ュラーロンコーンやダムロン親王においては,円本に寄せる関心が伺えるが,それも日本が日

清戦争や日露戦争に勝利したという背景があったからであろうし,日本人顧問の受け入れより

92)政尾藤吉 ｢大陸経営者としての日本人｣『東方時論』大正6年正月号,pp.24-25.
93)｢同上論文｣p.25.

94)｢同上論文｣p.25.

95)政尾は帰国後,大正4年 (1915)郷里愛媛県選出の衆議院議員となり,大正6年再選され,大正9年
には南洋視察団団長となって東南アジア各地を巡る｡同年12月駐タイ国特命全権公使に任命され翌年
2月着任｡しかし大_TF_10年 (1921)8月11日脳溢lhlのため任地バンコクで急死したo学年52歳0
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も,日本の天皇制や絶対王制にかかわる関心ではなかっただろうか｡

明治中期の ｢アジア主義｣的発想 の基に,タイ国に播かれた日本の種は,新刑法,養蚕学

校,｢皇后女学校｣とあるが,新刑法はあとから来たフランス人 Padoux の功績にされてしま
い,養蚕学校は一旦消滅してしまう｡タイ赴任を嫌がり,在タイ期間を人生最大の暗い寂しい

時親と回想する安井であったが,安井の開設 した ｢皇后女学校｣だけは今まで連綿と運営さ

れ,バンコクの名門校になっている｡ 安井96)の日本の女子教育発展に尽した足跡もさることな

がら,タイにおける女子教育の端緒を開いた功績も大きく,今なお受け継がれている｡

(本稿は昭和52年度文部省特定研究 ｢アジアの文化摩擦｣の中の ｢日本の南方関与と文化摩

擦｣班での研究成果の一部として執筆した｡)

96)安井は明治40年 (1907)に皇后女学校の任期3年を終えると (38歳),帰国せずそのまま再度の英国留

学に向かった｡翌年帰国して,学習院講師,東京女高師教授を歴任し,大正8年 (1919)には国際連

盟事務局次長,大TE12年 (1923)から昭和15年 (1940)まで,東京女子大学学長の職にあった｡昭和

20年 (1945)12月2日,腰骨骨折が原因で死亡した｡享年76歳｡
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